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＜連絡事項＞

＜入室状況＞
【入院】
・磯島　沙耶加様～東病棟Bユニット1号室へ医療保護入院となる。


【転出】
・高橋　絹江様～南病棟Aユニット
・廣瀬　智幸様～西病棟Aユニット
・畑中　豊吉様～南病棟Aユニット

【ユニット移動】
・上野　陸奥國様～東病棟Bユニット2号室➝東病棟Dユニット19号室



＜患者様連絡事項＞
・工藤　美江様～5/20～2日分酸化マグネシウム錠処方。

・中村　タヨ様～5/21　108ツムラ処方

・高橋　絹江様～持参薬当院採用薬へ切替え済。

・下野　郁子様～岸原病院持参薬本日で切れてしまうため田名部Dr、工藤Drへ相談し明日より2日分（当院採用薬無いもの含め）処方頂く。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放観察時、迷惑行為他室入室、大声聞かれ自制できず早めに開放観察終了とする。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

												
＜措置ケース検討＞
・藤井　崇史様～自身の処遇改善、退院を要求する様子有り。訴えは関係妄想を含み現実検討が困難な様子見られている。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和6年5月18日　13:56
　氏　　名：磯島　沙耶加（いそじま　さやか）様
　生年月日：平成14年4月8日(22歳)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr
　診 察 医：田名部Dr　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
[bookmark: _GoBack]　小学4年頃いじめを機に遅刻や早退が増え、登校への消極的な構えは高校進学後まで持続。令和1年6月に階段から転落受傷。近医脳神経外科、青森労災病院整形外科を受診したが、身体的異常所見は認めず、令和1年8月20日当八戸市立市民病院精神神経科初診。受診時に症状は消退しており経過観察の方針。令和2年1月、道路で倒れているところを保護されるなどし、同年1月30日当科再診し、転換性障害として治療を再開。この間解離症状を呈して入退院を経過。令和4年8月、対人関係上の不安や緊張の増悪をきっかけに幻覚妄想状態を停止、症状に左右されて自殺企図をするなどあり、統合失調症の診断で同院に医療保護入院。自宅退院後、通院を継続。主治医退職に伴い、令和5年10月20日当院紹介初診。同年11月1日、幻聴、不眠増悪あり、リスペリドン増量。R6年5月17日当院受診時、ここ1週間、夜になると調子が悪くて希死念慮がある。頓服を飲んでも落ち着かなず、気持ちの落ち込みが生じている。母としても、夜は寝ているが、行動にうつしそうな感じがあり包丁を眺めているので、心配な気持ちも強く自宅での対応困難な事から入院相談有り。令和6年5月18日田名部Dｒ外来診察にて入院加療必要と判断されたことから東病棟Bユニット1号室へ医療保護入院となる。

